
　一昨年に続き、昨年も国内において新たな近視進行抑制治療を
目的とした製品が承認され、医療現場における活用方法についての
関心が高まる中、光学的療法の１つの選択肢となる多焦点コンタクト
レンズの導入が注目をされている。
　本セミナーでは、日本国内における近視の現状、ならびに眼科医
が近視管理を行っていく上での今後の課題などを整理した上で、ど
のようにしてコンタクトレンズによる近視抑制治療を診療に取り入れ
ていくべきかについて考察する。
　また、マイサイト ワンデー（承認番号：30700BZX00189000）の
国内外にて実施された臨床試験の結果をもとに、本製品によりもたら
される近視進行抑制効果と小児の眼に対する安全性について整理
を行い、医学的根拠に基づく適応患者の選定や適切な近視管理の
手法についても言及する。
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